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1．背景と研究目的 

環境負荷低減を目標とした輸送機器の軽量化のためアルミニウム合金の使用が増加している。アルミ

ニウム合金は難溶接材であるため摩擦攪拌点接合（Friction Stir Spot Welding :以下FSSWと記載する）

による接合が注目されている。しかしながら、FSSW の接合メカニズムについては十分に把握されてお

らず、適切な接合の条件を見出すことが難しい。接合強度に影響を与える要因を探るため、FSSW 接合

部の微細構造評価を目的とした。 

 

2．実験内容 

固溶強化型の Al-Mg 系合金（A5052-O）と、析出強化型の Al-Zn-Mg-Cu 系合金（A7075-T651）の 2

種類の合金について評価した。3 mm厚の同種の合金材を重ね、FSSWにより接合した試料を作製した。

ツールの形状は長さ 3 mm、直径 5 mm のプローブを有するショルダ直径 10 mm の逆テーパ形のツー

ルを使用した。ツール回転数及び挿入深さの条件を検討し、その中から最もせん断強さが大きくなった

条件で加工した試料を用い、その接合断面を分析対象とした。これまでに接合断面のビッカース硬さ試

験を実施し、接合断面のなかで部位によって硬さが違うことを確認している。また SEM-EBSD 測定に

ついても実施しており、撹拌部及びその近傍において、物性の向上と相関があると考えられている結晶

粒サイズの微細化を確認している。このような接合断面において、結晶粒サイズの微細化した領域では

どのような構造になっているのかを評価するため、撹拌部近傍を測定箇所とした。比較として撹拌部か

ら 5mm 以上離れた位置を母材の領域として測定した。ビームサイズ 2×1 mm で Mg-K 吸収端を蛍光

収量法で XAFS 測定を実施した。 

 

3．結果および考察 

それぞれの測定試料において得られた XANES ス

ペクトルを Fig. 1、2 に示す。A5052-O では撹拌部近

傍と母材との間に大きな違いは確認できなかった。一

方 A7075-T651 では撹拌部近傍と母材との間で 1317 

keV、1325 keV 付近に違いを確認した。 

Al結晶中に固溶していると考えられるA5052-O中

の Mg 原子の状態は大きく変わっていないが、MgZn2

として Al 結晶から析出している原子を含むと考えら

れる A7075-T561 中の Mg 原子の状態には変化が見

られた。析出強化型である A7075-T561 の析出物に

変化が見られたため、硬さに大きな影響を与えている

と考えられる。 

今後も継続して FSSW による撹拌部近傍の評価を

進め、物性データとの相関を評価し、接合強度に影響

を与える要因を探っていく。 
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Fig. 1 A5052-O の XANES スペクトル 

Fig. 2 A7075-T651 の XANES スペクトル 


